
正十七角形の頂点







   
















  

  

  
     

  

  

  

　

　複素数平面で単位円に内接する正十七角形を考える。





， とすると，正十七角形の

頂点を表す複素数は

　　　  　…

である。ここで

　　　  

　　　　　　……①

また　

　　　        

　　　        

であるから   と  は互いに共役であり，①も用いると

　　　   ＝    ･    　　　例として　　        

　以下では が有理数と平方根で表されることを示す。すると，正十七角形が作図可能と

いうことになる。

①から　  　よって　    ……    

であるから

　　　　　    ……    　……②

これは次のようにも表される。

　　　　　    ……      ……  　……②

まず初めに

　　　　　               

　　　　　               

とおいて注，，を求める。②より

　　　　　，　　注

よって，は  のつの解であり＞注であるから

　　　　　
  


，　

  



注参照

  の計算

   

    

    

    

    

　次に

　　　　　  
       ，　  

      

　　　　　  
       ，　  

      

とおくと

　　　　　    ，　   右表

 ，  は　  のつの解であり  ＞  であるから

　　　　　  
   


，　  
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  の計算

   

    

    

    

    

また

　　　　　    ，　   右表

から同様にして

　　　　　  
   


，　  

   



，は作図可能であり，よって  ，  ，  ，  もすべて作図

可能である。

　最後に  
       について

　　　　　  
   ，　  

   

とおくと

　　　　　  ＋     
   


 　

　　　　　   
                  

   




 ，  は
     のつの解であり  ＞  であるから

　　　　　





    


，　






    



　　まとめると

　　　　　
    


，　  

   


，　  

   


，

　　　　　　　　
  


，　

  



となり， が有理数と平方根で表されることから，正十七角形の作図が可能となることが

わかる。

注　積の計算　累乗の指数について積表をつくり②を用いる。

＞について

＞

 ～

 ～

　　　

       

        

        

        

        

　　

        

        

        

        

注　，のつの項の選択について

　　ともに前の項の平方となり適時  とする。では順序を変えてある。累乗の指数では
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倍    
　　：　

   
　　：

　　このような選択で次方程式の解ける理由が自分にはまだ理解できていません。

正十七角形の作図

　とする。
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